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一、心身をきたえ、教養を深め

文化の高い町をつくりましょう

一、郷土を愛し、環境をととのえ

住みよい町をつくりましょう

一、互いに励まし、心をふれあい

明るい町をつくりましょう

一、勤労をとうとび、産業をさかんにし

豊かな町をつくりましょう

一、きまりを守り、よい家庭を築き

平和な町をつくりましょう

わたくしたちは、上三川町民であることに誇りをもち、

さらに、一層の発展をめざし、明るく住みよい郷土を築く

ため、この憲章を定めます。
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上三川町は、企業の誘致や宅地の造成等により人口が３万人を超える成長

を続けていますが、児童生徒数については減少傾向が現れてきています。

また、都市化が進むとともに、少子高齢化の進行、また高度情報化の進展

に伴うさまざまな情報の氾濫など、社会状況は大きく変化してきています。

子どもを取り巻く環境が複雑化・多様化するなかで、明確な目的意識を持っ

たり、何かに意欲的に取り組んだりすることができにくい状況が生じてきて

います。

教育においても、子どもの学ぶ意欲や体力の低下、いじめ等の問題行動、

さらには家庭の教育力の問題など多くの面で課題があります。

中央教育審議会の答申（H17.10）「新しい時代の義務教育を創造する」では、

求められるこれからの学校像を、『子どもがよく学びよく遊び、心身ともに健

やかに育つことをめざし、高い資質・能力を備えた教師が自信をもって指導

に当たり、保護者や地域も加わって、生き生きと活気ある活動を展開する学

校』としています。

いきいきとした活気ある活動が展開され、子どもたちに笑顔と夢を広げる

ことができるような教育力のある学校こそ、保護者や地域の期待に応え、子

どもたち一人一人の「生きる力」を育むための多様な力と能力を最大限伸ば

すことができると言えます。

平成２３・２４年度から全面実施された現行の学習指導要領では、改めて

「生きる力」の育成が重要であると示されました。今後、「生きる力」の実効

化はますます重要であり、新しい時代に必要となる資質・能力を、効果的に

育成することが求められます。

「生きる力」を育むためには、特に基礎的・基本的な知識・技能の確実な

定着を図ったうえで、学習意欲の向上と思考力・判断力・表現力などの「確

かな学力」を育成するとともに、言語・体験的な活動、問題解決的な活動を

一層重視する取組を進める必要があります。また、豊かな人間性の育成、健
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康の増進と体力の向上など、知・徳・体のバランスのとれた教育活動の推進

も必要です。現行の学習指導要領の確実な実施と、次期学習指導要領の計画

的な準備が大切です。

同時に、これらを進める教育活動は、教職員と子どもとの関係のうえに成

り立つものであり、学校の教育力を高めるには、教職員の高い資質・能力が

不可欠です。そのためには、授業力を高めるための研修体制を整備したり、

外部の人材を活用したりするなど、地域全体で学校を支援する体制を構築す

るとともに、教職員が子どもと向き合う時間を確保するなどの環境整備も必

要とされます。

家庭は教育の原点であり、子どもにとっての心のよりどころとして、

基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、自立心や忍耐力を育成す

るといった極めて重要な役割を担っています。本来、家庭で果たすべき

役割のすべてを学校が補完することはできません。また、家庭の教育力

は学校で代替できる性質のものではありません。

まずは、保護者が子どもの教育の責任をもつことについて、その自覚

や家庭教育の充実を求める必要があります。また、教職員と保護者が協

力しあい、ＰＴＡ活動や保護者の学びなどについて、支援や情報提供を

行っていくことも重要です。

また、保護者や地域住民の参画を得て、子どもたちの学校での取組を

支援する中で、地域と一体となって子どもたちを育成していく必要があ

ります。そのために、地域連携教員と学校支援コーディネーターが連携

し人材の確保や活動の充実を図っていきます。

今後、教育のより一層の充実に向け、学校・家庭・地域、そして行政

が、互いに心と力を合わせ一体での取り組みを進めることが必要であり

ます。

これらのことを踏まえ、次に「上三川町の学校像」を示すとともに、

これからの学校教育の重点と方策を次のとおり示しました。
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○ 健康で安全な生活を営む習慣を身に付

け、自ら進んで行動する子どもを育てる。

○ たくましい体力と気力をもち、自信をもっ

て実践する子どもを育てる。

○ 主体的に目標を設定し、困難に直面して

もやり遂げる子どもを育てる。

心身ともに健康で実践力のあ

る子どもを育成する学校

確かな学力と豊かな創造力を

もつ子どもを育成する学校

豊かな心をもつ子どもを育成

する学校

社会のために尽くせる子ども

を育成する学校

○ 基礎的・基本的な内容を身に付け、自分

のよさを将来にわたって生かすことのできる

子どもを育てる。

○ 理想や真理の探究に向かって、自ら考え

正しく判断できる子どもを育てる。

○ 自ら学び、ねばり強く追究し、創造的に生

きることのできる子どもを育てる。

○ 生命を大切にし、思いやりの心をもって行

動することのできる子どもを育てる。

○ 自然や美しいものに素直に感動する柔ら

かな感性をもつ子どもを育てる。

○ 友情を深め、互いに敬愛し、助け合うこと

のできる子どもを育てる。

○ 勤労の尊さを理解し、協力しながら進ん

で仕事をする子どもを育てる。

○ 郷土の自然や歴史・文化・生活を理解し、

地域社会の一員としてよりよい家庭や社会

をつくろうとする子どもを育てる。

○ 国際社会に生きる日本人として、相手の

立場を理解し、共に助け合い国際社会の発

展に貢献しようとする子どもを育てる。
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○ 知・徳・体のバランス（教育基本法第２条第１項）

○ 基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等

及び学習意欲の重視（学校教育法第30条第２項）

１ 「生きる力」という理念の共有

２ 基礎的・基本的な知識・技能の習得

３ 思考力・判断力・表現力等の育成

４ 確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保

５ 学習意欲の向上や学習習慣の確立

６ 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実

〔平成20年3月〕

基本理念：とちぎから世界を見つめ 地域とつながり 未来に
向かって ともに歩み続ける人間を育てます

基本目標
○ 学びの基盤をつくる
○ 志を立て未来をつくる
○ 育ちあえる絆をつくる

〔平成28年２月〕

１ 特色ある教育活動の推進

２ 教育支援体制の充実

３ 健康・体力づくりの推進

４ 学校施設・設備の整備

〔平成28年3月〕

- 6 -

１ 地域に開かれた特色ある学校づくり

１ の推進・充実

2 教職員の資質の向上と研修の充実

３ 現行の学習指導要領の趣旨を踏まえ

３ た指導・支援の充実

４ 児童・生徒指導の充実

５ 人権教育の充実

６ 特別支援教育の推進・充実

７ 健康・体力の増進と安全教育の充実

８ 学校図書館教育の推進・充実

９ 社会の変化に対応した教育の充実
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１ 地域に開かれた特色ある学校づくりの推進・充実

(１) 創意工夫ある教育活動の推進・充実

① 現行の学習指導要領の趣旨を踏まえ、地域や学校及び児童生徒の実態に応

じて創意工夫を生かした特色ある教育課程の編成と実施

② 地域の自然や人材などの教育資源を十分に生かした、「ふるさと学習」等

の地域に根ざした特色ある教育活動の推進

③ 「いきいき栃木っ子３あい運動」等の家庭・地域と連携した教育活動の推進

(２) 信頼される開かれた学校づくりの推進・充実

① 保護者や地域住民に対する学校の教育活動等の積極的な情報発信及び学

校・家庭・地域社会の連携強化

② 自己点検評価や学校関係者評価による教育活動の点検と改善

③ 地域連携教員や学校支援コーディネーターを中心とした、地域の教育力の

積極的な活用と社会教育活動との連携

④ 異校種間連携・交流（幼稚園・保育所、小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校）の推進及び幼児・児童生徒に対する連続性のある教育の推進・

充実

(３) 教育諸条件の整備・充実

① 教育方法の多様化と児童生徒の主体的活動に対応するための教育施設・設

備の整備及び教材・教具等の整備と活用

② 学校における「確かな学力向上」「伝統や文化に関する教育の充実」のた

めの取組等を支援する学校教育活動支援事業の充実

③ 事務管理の適正化及びＩＴ化による迅速化、スリム化の推進

④ 児童生徒の豊かな心を醸成する環境緑化・美化の推進

⑤ 全教職員による危機管理体制の確立と安全管理の徹底及び学校・家庭・地

域との連携による学校安全体制の推進

２ 教職員の資質の向上と研修の充実

(１） 教育公務員としての職責の自覚と服務の厳正

(２) 指導力の向上に向けた教員としての専門性の向上を図る研修の推進

(３) 学校課題の明確化及び計画の立案・実践・評価と改善を踏まえた校内研修の推

進・充実
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(４) 教職員の資質の向上のための自己研修の推進と研修機会の充実

３ 現行の学習指導要領の趣旨を踏まえた指導・支援の充実

(１) 各教科の指導の充実

① 児童生徒一人一人が学ぶ意義を認識し、自ら主体的に学び、基礎的・基本

的な知識及び技能を確実に習得できるようにするとともに、これらを活用し

て課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を育む学習指導の

充実

② 課題の発見や解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習の推進

③ 個別指導やグループ別指導、学習内容の習熟の程度に応じた指導、児童

生徒の興味・関心等に応じた課題学習、補充的な学習や発展的な学習等の学

習活動を取り入れた指導など、指導方法や指導体制の工夫・改善を図った個

に応じたきめ細かな指導の充実

④ 児童生徒の発達段階に応じた言語活動や系統的・体系的な体験活動、問題

解決的な学習を重視した指導計画の工夫改善及び指導の充実

⑤ 適切な評価規準や評価計画の設定及び評価方法、支援の手立て等の工夫・

改善

⑥ 児童生徒の学習習慣の確立に向けた家庭と連携した取組の推進

(２) 道徳教育の充実

① 児童生徒の実態に即して指導内容の重点化を図るとともに、各教科・特別

活動・総合的な学習の時間等の指導との関連を図った全体計画・年間指導計

画の改善・充実

② ボランティア活動、自然体験活動や職場体験活動など、学校の教育活動や

日常の生活等における多様な体験を生かし、児童生徒の豊かな心を育む指導

の工夫

③ 「私たちの道徳」の効果的な活用や児童生徒の心に響く教材の開発及び地域

の人材等を活用した道徳の時間の授業の推進

④ 道徳の時間における指導過程や指導方法等の工夫・改善に向けた授業研

究の推進

(３) 小学校外国語活動の推進

① 小学校外国語活動の目標を踏まえた指導計画の工夫・改善

② 外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成に
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向けた指導法の工夫や教材開発の推進

③ 町ＡＬＴや中学校との連携を図った指導方法の工夫及び研修の推進

(４) 総合的な学習の時間の充実

① 各教科、道徳、小学校外国語活動及び特別活動等で身に付けた知識や技能

等を相互に関連付け、それらが総合的に働くことができるようにする全体計

画及び年間指導計画の作成と意図的・計画的な指導の充実

② 児童生徒の学習状況に応じた教師の適切な指導と指導体制の充実

③ 体験的な活動及び問題の解決や探究的な活動を重視した学習の充実

④ 自分を見つめ、人としての生き方を考えるなど、自己の生き方に関する指

導の推進・充実

⑤ 学校図書館の活用、他の学校との連携促進、地域の教育資源（図書館や公

民館等の社会教育施設・人材・自然・伝統文化等）の積極的な活用の工夫

⑥ 児童生徒の変容を適切に把握するための評価の工夫・改善

(５) 特別活動の充実

① 児童生徒の発達段階や地域の実態等に即し、児童生徒の自主的・実践的な

活動を促す各教科、道徳、小学校外国語活動及び総合的な学習の時間等との

関連を図った指導計画の工夫・改善

② 集団としての意見をまとめるなどの話合い活動や自分たちできまりをつく

って守る活動等のよりよい生活を築くための諸活動の充実

③ 学校や地域社会及び児童生徒の実態に応じ、創意工夫と重点化を図った特

色ある学校行事の展開と指導の工夫・改善

④ 家庭や地域社会との連携を図った自然体験、ボランティア活動、職場体験

活動及び伝統文化に触れる活動など体験的な活動の充実及び言語活動の充実

⑤ 児童生徒の育てたい態度や能力を明確にした指導計画の作成

⑥ 児童生徒一人一人のよい点や進歩の状況などを積極的に評価するための評

価方法のの工夫・改善

４ 児童・生徒指導の充実

(１) 児童・生徒指導の充実

① 児童生徒一人一人が自尊感情をもち、存在感や自己有用感、成就感等を実

感できることなど、魅力ある学校づくり及び学年・学級経営の推進・充実と、

学びに向かう集団づくりの推進による学業指導の充実
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② 一人一人の児童生徒理解の深化と全教職員の共通理解に基づく組織的・機

能的な指導体制の強化及び発達課題を踏まえた積極的な児童・生徒指導の充実

③ 児童生徒の自己指導能力の育成及び児童生徒間の望ましい人間関係づくり

の充実

④ 自他の生命や人権を尊重し、思いやりの心を育てる「心の教育」の充実及

び発達段階に応じた基本的生活習慣の育成と規範意識や責任感を育てる体験

活動の工夫

⑤ 児童生徒指導上の諸問題（いじめ・不登校・暴力行為・ネットトラブル等）

への全校体制による予防的な取組の充実と早期発見・早期対応の徹底

(２) 教育相談の充実

① 校内における組織的な教育相談体制の整備と計画的な教育相談活動の充実

② 校内事例研究会の開催など、研修内容の充実と教育相談に関する研修会等

への積極的参加

③ スクールカウンセラーや、スクールサポーター、スクールソーシャルワー

カー及びオアシス指導員並びに関係機関との積極的な連携強化

５ 人権教育の充実

(１) 生涯学習の観点に立った人権教育の推進・充実

① 「栃木県人権教育推進の指針」や「上三川町人権教育基本方針」等の趣旨を踏

まえた教育計画の整備と実践

② 人権にかかわる児童生徒の実態、保護者や地域の実情を把握した人権教育

の課題の明確化

③ 全教職員の共通理解を図り、様々な課題解決に向けた人権教育計画の作成

と具体的・実践的な手立ての明確化

(２) 各教科等の特質に応じた指導内容・方法の改善・充実

① 基底的指導、間接的指導、直接的指導の相互関連を踏まえた指導の充実

② 同和問題等の人権に関する課題を重視し、共感的理解を図る指導や明るい

展望のもてる指導の充実

③ 参加体験型の学習による指導の工夫や実践的な態度を身に付ける指導の工

夫と資料の整備・活用

④ 「町人権教育関連計画」の積極的な活用と自校化の推進・充実

⑤ 「育てたい能力・態度」を明確にした授業改善及び小・中学校間の連携を図

る町人権教育合同授業研究会への積極的な参加
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(３) 学級経営等を基盤とした望ましい集団づくりの推進・充実

① 児童生徒一人一人が、互いのよさを認め合い、人権を尊重し合う望ましい人間

関係の育成

② 個性の伸長や民主的な集団づくりの観点からの豊かな体験活動の充実

(４) 教職員一人一人の人権感覚を磨き、人権意識の高揚を図る研修の充実

① 人権教育に関する基本的な研修や、近年顕在化している課題も含めた様々

な人権にかかわる問題に関する研修の充実

② 自校の人権教育の課題解決に向けた研修の推進・充実

(５) 家庭及び地域社会・関係機関等との連携を図った啓発活動の推進・充実

① 学校で行う人権教育についての保護者への理解促進と啓発の工夫

② 様々な人権問題を取り上げた啓発活動の工夫・改善

６ 特別支援教育の推進・充実

(１) 全教職員の特別支援教育に関する理解促進と特別支援教育コーディネーターを

中心とした校内支援体制の推進及び実践的な指導力向上を図る研修の充実

(２) 障がいのある児童生徒や特別な教育的支援を必要とする児童生徒への適切な

援助の推進・充実

① 児童生徒の実態把握と個別の教育支援計画等の作成及び活用

② 個に応じた指導の充実と評価の改善

③ 児童生徒の社会性を養うための校内における交流教育の推進・充実

(３) 学校（幼稚園・保育所、小学校、中学校）と家庭・地域社会・特別支援学校及び

関係機関等との連携強化

(４) 児童生徒の視点に立った校内教育支援委員会や町教育支援委員会の運営と適

切な就学相談・指導の一層の充実

７ 健康・体力の増進と安全教育の充実

(１) 体力の向上を図る指導の充実

① 学校や児童生徒の実態に応じた計画的・継続的な体力つくりの推進・充実

② 教科体育や保健体育を中心に、体育的な行事や運動部活動等における豊か

な運動体験を踏まえ、生涯を通じて運動に親しむ態度を育てる体育・スポー

ツ活動の充実

③ 学校・家庭・地域社会の連携を図り、地域におけるスポーツ行事への積極
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的参加や自主的スポーツ活動の促進など、「町民一人、一スポーツ」を念頭にお

いた指導の推進

(２) 健康・安全教育に関する指導の充実

① 健康診断の適正な実施と事後措置の徹底及び学校医・学校歯科医・学校薬

剤師等との連携による保健管理・保健指導の充実

② 校内における保健相談の計画的な実施と関係機関等との連携による適切な

対応

③ 児童生徒の実態や地域の実情等から、各学校の安全教育・安全管理に係わ

る課題を明確にした安全教育の計画的な推進

④ 児童生徒の交通安全意識の高揚と実践化を図る安全指導の徹底、地域や関

係機関等との連携による事故防止の徹底と通学路の安全確保

⑤ 学校や児童生徒の実態及び地域の実情を踏まえた学校保健計画及び学校安

全計画の策定と実施

(３) 食に関する指導の充実

① 楽しく豊かな給食活動の推進及び児童生徒一人一人が望ましい食習慣を身

に付け、自らの健康管理の基礎を培う食に関する指導の推進・充実

② 「食に関する指導」年間指導計画の改善・充実

③ 食に関する今日的課題に適切に対応できるようにするための、家庭・地

域・関係機関等との連携・強化及び栄養教諭や学校栄養職員等の活用による

食育推進体制の充実

（４）防犯・防災に関する指導の充実

① 家庭や地域社会との連携協力体制の整備と自ら危険を予測し、回避する能

力を高める指導の推進

② 教職員の防災教育に関する指導力及び災害時における対応力の向上に向

けた取組の充実

８ 学校図書館教育の推進・充実

(１) 「子ども読書活動の推進に関する基本計画」や「栃木県子どもの読書活動推進計

画（第三期）」等の趣旨や内容を踏まえた学校図書館教育の推進・充実

(２) 各学校における児童生徒の豊かな心を育む読書活動の推進・充実

(３) 学習センター・情報センター・読書センターなど、多機能施設としての学校図書館

の整備と運営の改善・充実
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(４) 学校図書館司書並びに保護者や地域の人材等、図書ボランティアを活用した学

校図書館運営の充実

(５) かみのかわ図書ネットワークを活用した町立図書館や他校図書館との連携体制

の強化と、豊かな読書活動の推進

９ 社会の変化に対応した教育の充実

(１) キャリア教育の充実

① 児童生徒の個性に応じた継続的、系統的、組織的なキャリア教育の充実

② 進路指導の充実

○ 主体的に進路を選択する能力・態度の育成

○ 自己理解を深める取り組み及び進路相談の充実

○ 適切な進路情報・資料の収集と児童生徒、保護者等への情報提供

③ 学級活動や総合的な学習の時間等における「生き方の指導」の充実

④ 職場体験（しらさぎチャレンジウィーク）や勤労体験など啓発的な体験活

動の充実

(２) 国際理解教育の充実

① 国際理解教育を通して育てたい能力･態度の明確化と系統的な指導計画の

作成及び工夫・改善

② 児童生徒の発達段階や指導の継続性を踏まえ、ＡＬＴや地域人材を活用し

た指導内容と学習活動の工夫・改善

③ 国際理解への興味・関心を高める指導の工夫・改善と国際協調、国際協力

の実践

④ 日本の伝統や文化を理解し尊重するとともに、世界の多様な文化や価値観

を受容し共生していこうとする態度の育成

(３) 環境教育の充実

① 環境教育を通して育てたい能力･態度の明確化と系統的な指導計画の作成

及び工夫・改善

② 児童生徒の発達段階や地域の自然環境、社会環境、文化環境など身近な環

境の特色を踏まえた指導内容と学習活動の工夫・改善

③ 児童生徒の発達段階に即して、体験的学習や問題解決的学習等を取り入れ

た指導方法の工夫・改善

④ 家庭・地域・関係機関等との連携の推進と、地域人材・施設等の活用促進
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(４) 福祉教育の充実

① 福祉教育を通して育てたい能力・態度の明確化と系統的な指導計画の作成

及び工夫・改善

② 児童生徒の発達段階と地域福祉、障がい者福祉、高齢者福祉等との関連を

図った指導内容と主体的に取り組める学習活動の工夫・改善

③ 社会参画の意識を高めるボランティア活動等の計画的な実施と工夫・改善

④ 家庭・地域・関係機関等との連携を図り、地域の特性を生かした実践活動

の推進

(５) 情報教育の充実

① 情報教育を通して育てたい能力・態度の明確化と系統的な指導計画の作成

及び工夫・改善

② 児童生徒の発達段階と各教科等のねらいに即した情報活用能力と情報モラ

ルの育成

③ 情報モラルや著作権・情報公開・個人情報保護・情報通信ネットワーク運

営管理の徹底など、セキュリティの確保も含めた校内研修の充実及び家庭・関係

機関等との連携

④ 全教職員がコンピュータを効果的に活用するための校内研修の充実と情報

通信ネットワークを活用した授業の実践及び指導方法の工夫・改善
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